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７月２７日（土）～ ８月５日(月)
  

主催・共催

日時・場所
実 施 内 容 成果と反省・参加者の声

参加者数

会員一般合計

教育博物館委員会
共催：諏訪理科研究会
７月２０日（土）
7：00～11：00

霧ヶ峰八島ｹ原湿原
展望台

霧ヶ峰自然観察会

・植物と鳥の観察

・霧ヶ峰の地形や気象

・高層湿原について

・旧御射山遺跡

講師：自然調査研究部・郡史委員

会とそのＯＢで諏訪の自然や歴

史を調査研究している先生方

本年度の霧ケ峰自然観察会は，台風

の接近に伴う大雨が予想されたため，

実施日前日に中止の決定をして，各学

校への連絡とホームページへの掲載を

行いました。

楽しみにしていた皆様には残念であ

りましたが，来年度に向けて準備をし

ていきたいと思います。

― ― ―

諏訪哲学会
７月２７日(土)
9：00～12：00

検校庵（茅野市）

夏季参禅研修会

・ 坐禅

・ テキスト読み合わせ会

茅野市の検校庵を会場に，座禅会を

開催しました。非日常の世界で，それ

まで聞き逃していた虫の音や風の音が

聞こえ，自分自身と向き合えた気がし

ました。

参加者の声

座禅の体験を通して，心を一旦止め

て，心の落ちつきをとりもどすきっか

けになりました。西谷啓治著『宗教と

非宗教の間』の中にある「芭蕉につい

て」の読み合わせを通じて，無常感を

意識して，生活することの意義を考え

ることができたことは，大変意義のあ

るひとときとなりました。

6 1 7

図工・美術委員会
７月２７日（土）
9：00～11：00

諏訪教育会館

「あみアミーゴ！さしこムーチョ！」

児童･保護者とともに造形遊びを

実践する

ネットやすだれなどに毛糸や

アイスの棒など身近な素材を差

し込んだり，編み込んだりする造

形遊び。

毎年身近な素材でワークショップを

企画してきた。親子で造形活動，対話

をするなかで，子どもたちの造形の意

図を考えたり造形表現の価値や子ども

たちの発想や技能の可能性を感じ取っ

たりしてもらうことができた。

身近な素材を使いながら空間に働き

かけるという新たな試みができ，造形

遊びの価値や可能性を再認識できた。

参加者の声

自分で考えながら楽しく編んだりさ

したりして，「あんなことも，こんな

こともできるんだ」と思いました。

なかなか手を出す勇気がなかったが

他の皆さんがやっている姿を見てやっ

てみたら，夢中になってしまった。こ

のような活動に親子で参加するのはと

てもよいことだと思った。

10 53 63

教育会だより
令和元年 9月 7日

№５

＜特集 教育会研修旬間 ～未来を見据え、共に学ぶ～＞

会員と地域の方々と学び合った 夏の研修旬間
今年度は２４の研修講座が開かれ，延べ人数にして５００名を超える参加がありました！

各講座の成果等をご報告いたします。

なお、各講座の詳細につきましては、諏訪教育会ＨＰ（http://www.suwa-k.or.jp）をご覧ください。

公益社団法人諏訪教育会

会長 矢島 俊樹
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道元と教育実践を
語る会

７月３１日（水）
13：30～17：00
茅野市 検校庵

読み合わせ会・講演会

・講演会

講師：元富士見町教育長

小松 睦示先生

・読み合わせ「正法

眼蔵随聞記」

・座禅と検校庵ご

住職の法話

・教育実践につい

ての交流

今年も禅寺でじっくりと教育や生き

方について学びあうことができた。来

年度も禅寺を会場に学びあいたい。

書物をもとに自分の教育実践や生活

を語り合えた。気軽に先生方に参加し

ていただけるよう広報につとめたい。

参加者の声

めったに座禅をする機会はないが，

この会ではその機会をいただくことが

できてありがたい。座禅とともにご住

職のお話やご詠歌は心にしみいる。他

の先生方にもぜひ体験して欲しい。

6 2 8

算数数学教育研究会
７月２９日（月）
７月３０日（火）
8：50～12：00
横谷温泉旅館

夏季研修会

・ 南信三郡研究内容審議

・ 県大会レポート審議

・ 教育課程午後の提案模擬授業

について

・ 南信三郡 模擬授業

初めての横谷温泉での研修でしたが

大変好評でした。涼しく・熱い合宿に

なりました。

理科の先生が参加し，知恵を貸して

くれました。STEM教育を踏まえ，理

科や技術の先生方とともに学び合うこ

とも大切だと感じました。

若い先生方の参加が多く，活気にあ

ふれた二日間となりました。

参加者の声

カリキュラムマネジメントは理科で

も使えて，数学でも使えて、というよ

うに生徒にとって感動や便利さを実感

するのが難しい課題だと思いました。

59 0 59

諏訪美術教育研究会
７月２８日（日）

２９日 (月)
9：00～17：00

諏訪教育会館
大会議室

夏期絵画講習会

・ 裸婦写生

東京のモデル紹介所からモデ

ルさんを招き，１ポーズ２０分

，全２０ポーズくらいの実習を

行ないます。

講師はいません。お互いに作品

を見合って研修を進めます。

郡内の高校にＦＡＸで案内を送った

り，画材屋さんなどにもチラシを置か

せてもらったりするなど，参加募集を

工夫した。プロのモデルさんを招いて

開催できることは，本格的な絵画研修

として大変有意義である。

二日目の最後に一般の方も含め互い

の作品を見合って研修する機会を設け

ている。「とても参加しやすい」と，

数年前から一般の参加者が毎年参加し

てくれるようになり，公益性のある研

修になっていると言える。

参加者の声

一般参加者も案内通知をもらえるの

がうれしい。料金的にも，雰囲気もよ

く毎年参加している。休憩中に参加者

同士が交流できるのも楽しい。

7 10 17

諏訪書道研究会
７月２９日（月）
9：30～15：00

諏訪教育会館
（201・202）

段階別個別講習

・毛筆書写の指導法(教材化)

・段階に応じた研修

・楷書，行書，草書，かなの練習

講師：平林圭司先生

元茅野美術館長

元永明小学校長

参加者の課題に沿った講習となり充

実した時間となった。来年度も参加さ

れる方のニーズに合わせ，他行事等を

考慮しながら，日程や講習内容の工夫

を重ねていきたい。

参加者の声

超素人の私でも気軽に参加させて

いただきました。この研究会のアット

ホームで温かな，そして自由な雰囲気

が好きです。来てよかったです。

5 7 12
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諏訪社会科教育研究会
共催：社会科委員会

諏訪地理教育研究会

７月２９日（月）
8：30～15：00

集合：諏訪教育会館

上諏訪の臨地研修

・ ＴＵＲＵＹＡ上諏訪店

（店内見学，店長さんのお話）

・ 温泉寺（諏訪氏廟所，寺内見

学）

・ 昼食（秋月）

・ 片倉館（見学）

・ まとめの会

○ 諏訪社会科教育研究

会で７月に行なった

授業の実践報告会

○ 講演会

講師：帝京大学

教職大学院教授

澁澤文隆先生

今年度は，上諏訪において臨地研修

を実施しました。各施設の見学を通し

て学び合いました。また，授業実践報

告会，講演会，授業構想検討会を行い

，研修を深めました。地域教材の教材

開発の機会として，もっと研究会員以

外の方にも大勢参加していただけるよ

う呼びかけていきたいと思います。

参加者の声

猛暑による熱中症が話題になる中，

熱中症が自然災害か人災かを考えまし

た。身近な話題や題材であるからこそ

「深い学び」が実現できることを学ぶ

ことができました。（講演会『熱中症

は自然災害か人災か』参加者より）

19 1 20

保健体育委員会

７月２９日（月）
9：00～11：30

諏訪中学校 小体育館

体育授業のためのマネジメン

ト術

○ 表現運動につながる体つく

り運動

・ 表現＆リズムダンスのポイン

トを学ぼう！

講師：長野県体育センター

専門主事

蓑輪 良江 先生

夏休みに入ってすぐだったが，年配

の先生から若い先生まで多くの方に参

加していただけた。質問コーナーや休

憩時に，運動会の表現や授業の悩みな

どについて，講師の先生に聞く姿が多

く見られた。

アンケートをもとに，来年度の実技

内容を考えたい。

参加者の声

様々な動きの中で，どんどん想像力

が働いて，今までしたことのない動き

・ポーズをとることができた。雰囲気

作りから児童が全力で自分を発揮でき

るような表現・ダンスの授業をしてい

きたい。

体つくり運動では，声を出すこと・

頭で考えることなど，ただ動くだけで

はなく体全部を使うことを学んだ。教

師が一緒になって笑顔で楽しむ，見て

いる人の表情も大切であることを学ん

だ。ペアになってお互いに見合いなが

ら表現するなど，生かしていきたい。

21 1 22

教養委員会
７月２９日（月）
9：00～11：30
諏訪教育会館

「紙工作」講座

・紙工作に挑戦します。切り絵，

立体的なグリーティングカー

ド，モビールなど，自分の作り

たいものを製作していきます。

講師 鈴木 清先生

（元富士見高原中校長）

例年人気のある講座であるため，多

くの方々に参加していただくことがで

きた。初心者から上級者まで幅広く作

品を仕上げていただくことができた。

学校に作品を飾りたい，という声も

あり，子どもたちに活動を広げる良い

きっかけになるのではないかと思う。

一方で，一般の方の参加が少なかっ

た。小学生など，親子で参加すること

ができるような計画・PRを来年度以降

積極的にできると良い。

参加者の声

時間を忘れ，没頭することができま

した。友人の結婚式への贈り物ができ

ました。

20 2 22
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英語委員会
７月３１日（水）
9：30～12：00

諏訪市公民館別館
（文化センター横）

英語で Cooking!

ＡＬＴを講師に，母国の料理

を一緒に作ります。

講師：メアリー ジョイトモリ

先生

フィリピンの家庭料理に挑戦しまし

た。食材や調理の手順はすべて英語で

説明され，参加者は状況から何を説明

しているのか判断しながら，英会話と

調理を楽しむことができました。英会

話を楽しみながら調理する内容だった

ので，親子で参加された小学生でもわ

かる内容で，大変好評でした。参加者

から来年も参加したいという声もあっ

たので，来年度も継続したいと思いま

した。

参加者の声

私はあまり英語がわからなくて，ご

ちゃごちゃしてしまったけれど，わか

りやすく話してくれてよかったです。

It's the nice chance to listen 

and speak English . And we   

can enjoy cooking.

6 14 20

登山の栞委員会
８月５日（月）
5：00～16：00

初心者のための登山研修

初心者の先生方，登山担当学

年になるが，心配な方を対象に

主な集団登山のコースを歩く。

本年度４回目の実施であったが，研

修も含めながら，ゆったりとしたペー

スで歩き，ほぼ時間通りに全行程をこ

なすことができた。

登山の栞を活用し，植物や八ケ岳の

地質などを写真と見比べながら確認で

き，登山の栞がこの研修会の資料とし

て，十分役に立つことが確認できた。

参加者の声

コースの見通しをはじめに教えてい

ただけたことで，長い道のりも自分を

奮い立たせながら歩くことができまし

た。委員の先生方には，植物の名や山

の名前，大地の様子等教えていただき

楽しんで道中を過ごすことができまし

た。山頂でのお茶も美味でした。

5 10 15

特別支援教育研究会
７月３０日（火）
13：30～15：00
いきいき元気館

「明日からできる！

効果的なチームティーチング

講座」

１年生の担任と支援員さん

によるトークセッションや参

加者によるグループトーク

講師：上の原小学校   

牧野 直樹 先生

支援員さんは，平日や夜は研究会に

参加することができにくいため，夏休

みの平日の開催はよかった。ニーズに

合う研修会を企画することができ,支

援員さんの前向きに学ぼうとする意欲

の高さと心意気に感激した。

この時期多くの研修会が重なり，参

加できにくい実態もあるだろうが，子

ども達のために，より多くの学級担任

や支援員さんの参加を促していく工夫

が必要。次年度の継続も考えている。

参加者の声

「担任だったらしてほしいこと･･･

をイメージして支援する」「支援グッ

ズ」などとても参考になりました。

忘れていた大事なこと「（担任の先

生は，子どもは）こんなことをすると

助かるだろう」その見方を思い出しま

した。子どもや担任のニーズに応えて

なんぼ，そう思いました。

8 14 22
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幼年教育委員会
７月３０日（火）
16：00～18：00

教育会館 301・302

幼年期の表現

～音楽遊びを通して～

幼児期の音楽遊び等，演習を

交えてお話していただきます。

講師：北島 由美 先生

幼年期の音楽あそびとして，リトミ

ック講師の北島先生に，自己表現とし

て音楽遊びを楽しむための具体的な手

立てを教えていただいた。

昨年度の反省をもとに，時間を設定

した。その結果，先生方のニーズに合

った講習内容となり，充実した研修会

になった。今後も研修内容の検討を重

ねて，多くの人々が参加できるよう呼

びかけていきたい。

参加者の声

「ピアノができないからできない」

のではなく，手遊びで楽しみながらで

きることを知った。こんな経験を子ど

もたちにも是非させてあげたいと思っ

た。

13 11 24

技術・家庭科委員会
共催：技術・家庭科

教育研究会

８月１日（木）
9：00～12：00
下諏訪社中学校

ＤＩＹ

手作りベンチ作り講座

２×４材を利用して，２～３

人がけのベンチ作り

（機械工作）

講師：下諏訪社中学校

山崎 俊彦 先生

各校の先生の協力もあり，工具につ

いては20人程度であれば十分準備す

ることができ，多くの方に研修を受け

ていただくことができた。

ベンチ以外のものを作ってみたいと

の声もあった。3時間ほどで個々のニ

ーズに応えることはかなり厳しいが，

製作するものを選択することができる

等の工夫を考えていきたい。

参加者の声

機械に触ったこともなく初めてでも

すてきな作品ができました。

丁寧に指導していただき，何とか完

成させることができました。日常では

経験できないことができて楽しかった

です。

16 0 16

諏訪総合・生活科教育
研究会
７月３１日（水）
8：00～12：00
原村 ｶﾅﾃﾞｨｱﾝﾌｧｰﾑ

自然の森で学ぼう

カナディアンファームのオー

ナー，ハセヤンこと長谷川 豊さ

んに石窯パンの作り方を教えて

いただきながら作ります。パン

ができるまでの過程の教材研究

をしましょう。ツリーハウスや

石窯の作り方についても研修し

ます。

講師：カナディアンファーム

長谷川 豊さん

石窯でのパン焼きをご指導いただい

て体験するという内容でしたが，自分

たちで試行錯誤して考え，協力して作

るという研修であり，学校という現場

でも活かせそうな研修となった。今回

はケガもなく無事終わることができた

が，安全対策については，引き続き準

備をしておきたい。

参加者の声

石窯でパンを焼くことだけをイメー

ジしていましたが，棒巻きパンをたき

火で焼くこともでき，一層楽しい時間

になりました。短い時間の中でもアイ

デアが溢れていたと思います。特にパ

ン生地を寝かせるときに車の荷台を使

うことには驚きました。他にも廃材を

利用したり，いろいろな具を乗せたり

するなど「そこにあるものでトライす

る」ということを学びました。

21 6 27
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健康教育委員会
８月１日（木）
9：00～11：30
諏訪教育会館

イチから始める

「ＳＯＳの出し方に関する教育」

モデル校での授業報告,

情報交換 他

講師：スクールカウンセラー

髙城 早苗 先生

髙城先生のお話は，大変わかりやす

く，多くの先生の参考になった。SOS

の出し方教育についてのイメージをも

ってもらい，実践につなぐために大変

有効だった。後半は小中学校別にワー

ルドカフェ方式で情報交換を行い，短

時間で各グループのポイントをまとめ

ることができた。今年度は各市町村に

も案内通知を配布し，市教委の方にも

参加していただいた。

参加者の声

中学生を対象としたプログラムのお

話でしたが，小学校での素地，捉えが

あってのつながりになると思った。自

分の命の大切さ，自分のことも大切に

することは，低学年のうちから大事に

扱っていく必要があると思った。小学

校ではSOSをキャッチする意味では，

常時一緒にいる担任が重要になる。養

護教諭と連携していつでも情報交換で

きるようにしたい。

25 2 27

諏訪道徳教育学会
共催：道徳委員会
７月２９日（月）
13：30～
諏訪教育会館

・ 授業案検討

・ 日頃課題と感じていること，

悩み等丸山先生をお招きして

懇談します。

講師：丸山 和夫 先生

授業案検討では，道徳の授業を行う

上で大切にしていきたいこととして，

「自分事として考えているか」「多面

的な見方をしているか」について話し

合った。資料を使う際，「自分だった

らどうするのか」という考えに向けて

いくための教師の手立てについて，様

々な意見から探ることができた。

丸山和夫先生のご講演では，いじめ

を題材にした読み物を元に，グループ

で指導案作りを行った。

考え議論する授業にするために，価

値の押しつけではなく驚きや感動に触

れさせ，１人１人違う道徳性の芽や育

ちを保障し，１人１人の良さを生かす

道徳の授業の実践を積み重ねていきた

い。

8 0 8

諏訪国語教育研究会
共催：国語委員会
７月３１日（水）
8：30～16：30
教育会館集合
午前：文学散歩
  （茅野市内）
午後：講演会
  （教育会館）

文学散歩

・諏訪に伝わる伝説や昔話，民話

の世界を巡ります。小池ひろ子

先生にご案内いただきながら，

お話の舞台を一緒に歩き，読み

聞かせや語りをお聞きします。

・講演会＆ワークショップ

信州大学教育学部教授 藤森

裕治先生にお越しいただき，楽

しく元気になるお話と授業づ

くりのヒントをお伺いします。

文学散歩は来年度以降も小池ひろ子

先生にお願いし，郷土の地域を学んで

いくことを大切にしていきたい。

講演会では藤森先生のお話がここ数

年定着している。国の中枢にいて，最

先端のことを 教えてくださる藤森先

生に，来年度もお世話になりたい。藤

森先生のスケジュールは、分刻みのも

のなので，早めに計画を立てていきた

い。

参加者の声

藤森先生のお話を興味深く，面白く

聞かせていただきました。とくに色彩

に着目した読みで「赤・青・白・黒」

のそれぞれの意味を念頭に置いて考え

ると，気づくことが出てくると感じま

した。

11 0 11
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諏訪史談会
８月６日（火）

6:40
諏訪南中学校集合

郡外史跡調査

新潟県糸魚川市

天津神社，奴奈川神社，塩の

道資料館など文化，自然，神話

，信濃と越後の交流などをさま

ざまな面から学んでいきます。

一般の方の参加があったことはよか

った。今後も教育会会員，一般会員の方

とともにより多くの方が参加できる日

時，日程を検討していきたい。

駐車場については諏訪南中学校のご

協力をいただき，教育会館の混雑を解消

できた。

参加者の声

現地ガイドの方々の熱い思いが伝わ

り，実際の場所に立ってより深く知るこ

とができた。

6 17 23

情報教育委員会
７月２７日（土）
10：00～11：30
諏訪中学校

情報モラル講演会  

ＬＩＮＥ講演会

「『楽しいコミュニケーショ

ン』考えよう！『家庭での対話

』編～子どものネットトラブル

を防ぐ３つの対策～」と題して

ＬＩＮＥ株式会社の講師に保護

者の不安や悩みに答えるような

内容を話していただきます。

講師：LINE株式会社

LINEｵﾌｨｼｬﾙｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ

一ノ瀬 史子 先生

これまでの反省から日程や会場を変

更したことで，多くの保護者に参加し

ていただき，高評価をいただいた。

『我が子がどのように情報モラルを

もって利用しているのか関心をもてる

親でありたいので，こういった講演会

に参加していきたい』といった意見も

もらった。来年度も今年度と同じ日程

や会場で情報モラルの研修を行うよう

に計画していきたい。

参加者の声

わかりやすく，あっという間に時間

がすぎてしまいました。ルールづくり

の工夫は「他律から自律」というとこ

ろが印象に残りました。やはり親と子

でコミュニケーションを日頃からとり

ながらルールづくりができていけばい

いなと思いました。

14 34 48

島木赤彦研究会
８月３日（土）
14：00～16：30
諏訪湖博物館・
赤彦記念館

学習会

・ 金原省吾・歌人赤彦を語る

事務局の用意した講演の音声

データをもとに赤彦の人物像に

迫ります。

昭和三十年代前半の貴重な講演を再

現でき，赤彦の人物像を再確認するこ

とができた。

実際に短歌を創作し，選者としても

活躍している方に複数参加していただ

き，意見交換をしていただいた。教育

会員以外に歌人や一般の方に参加して

いただいているので，さらに参加者が

増えるように努力していきたい。

参加者の声

金原省吾の肉声を聞く貴重な機会に

なった。内容も中学生を対象にした講

演だったので，分かりやすかった。

小口明先生に丁寧な補足をしていた

だき，金原省吾が話していることをよ

り深く理解することができた。

3 3 6

８月２５日(日)
13：00～15：30
諏訪湖博物館・
赤彦記念館

島木赤彦研究大会

・島木赤彦文学賞表彰式

・講演会 講師：吉村陸人 先生
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諏訪理科研究会

８月５日（月）
7：30～13：00
集合場所：八島湿原
     駐車場

夏の研修会

諏訪の動植物，地質，気象など

実際に見て，ふれて地域の特色を

肌で感じてみませんか。是非，自

然の美しさ，偉大さについて，共

に学び合いましょう！

講師は，諏訪理科研究会の先生方

です。

昨年度は，守屋山周辺における自然

観察，本年度は，東俣水系周辺に場所

を変え，新たな諏訪の自然にふれる研

修を行った。来年度は，入笠山周辺の

自然観察を計画したい。

自然研究部の先生方から，植物や動

物，地形について教えてもらい，私た

ちの郷土・自然の素晴らしさを抱くこ

とができた。諏訪に根ざした自然観察

の機会を継続できるよう努めていきた

い。

参加者の声

植物について教わりながら歩くこと

で自分の視野を広げる機会となった。

安山岩や流紋岩，黒曜石などについ

て教えてもらい，東俣水系から八島湿

原に至る地形について学ぶことができ

た。今後の自然観察に生かしたい。

16 1 17

諏訪子供の本研究
会

８月２日（金）
8：30～
集合場所：
  泉野小学校

夏の研修会

美術館巡りを行い，一緒に素敵

な時間，空間を味わいましょう。

・清里絵本ミュージアム

・黒井 健 美術館

・小さな絵本美術館

研修だからこそできる，現場に行っ

て本物に出会う機会を持つことができ

るので，原画展を見る機会を今後も夏

期研修としたい。

研修日程の情報提供が遅くなり申し

訳なかった。

参加者の声

毎年，絵本に関わって原画を見て，

ゆったりと見学できる時間が取れ楽し

みにしている。

原画を見ることで，絵本を大切にし

たい，伝えていきたいという気持ちに

なった。

作家の原画を見ることで，絵から伝

わる奥の深さを感じ，とても幸せで優

しい気持ちになった。

絵本を見る観点が変わった。

4 2 6


